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３
月
２７
日
に
政
府
の
平
成
２１
年

度
予
算
、
予
算
の
執
行
に
必
要
な

財
源
を
手
当
て
す
る
関
連
法
が
、

そ
れ
ぞ
れ
成
立
し
た
。
こ
れ
に
伴

い
、
麻
生
総
理
が
目
指
し
た
「
３

段
ロ
ケ
ッ
ト
」
が
完
成
し
た
こ
と

と
な
る
。
麻
生
総
理
は
、
昨
年
か

ら
陥
っ
た
１
０
０
年
に
一
度
の
経

済
危
機
克
服
に
向
け
、
「
２０
年
度

１
次
補
正
」「
同
２
次
補
正
」「
２１

年
度
予
算
」
を
ロ
ケ
ッ
ト
に
な
ぞ

ら
え
、
３
段
構
え
に
よ
る
景
気
浮

揚
策
の
構
築
を
急
い
で
い
た
（
写

真
は
予
算
成
立
後
、
衆
議
院
本
会

議
場
で
握
手
す
る
麻
生
総
理
・
写

真
提
供
�
内
閣
広
報
室
）
。

政
府
の
景
気
浮
揚
に
向
け
た
青

写
真
は
、
公
表
順
に
①
安
心
実
現

の
た
め
の
緊
急
総
合
対
策
�
１１
・

５
兆
円
②
生
活
対
策
�
２６
・
９
兆

円
③
生
活
防
衛
の
た
め
の
緊
急
対

策
�
４３
兆
円
。
重
複
を
除
い
た
対

策
の
総
額
規
模
は
７５
兆
円
に
も
及

ぶ
。
地
方
財
政
関
連
で
は
今
回
の

予
算
関
連
法
の
成
立
に
よ
り
、
③

の
対
策
に
基
づ
く
「
雇
用
創
出
等

の
た
め
の
地
方
交
付
税
増
額
」
の

実
現
が
図
ら
れ
る
。

こ
の
措
置
は
、
地
域
雇
用
創
出

推
進
費
の
創
設
に
よ
り
０
・
５
兆

円
、
地
方
財
政
計
画

の
歳
入
歳
出
を
見
直

す
こ
と
に
よ
り
０
・

５
兆
円
、
合
計
１
兆

円
を
捻
出
す
る
取
り

組
み
。
２０
年
１２
月
１８
日
に
決
着
を

み
た
２１
年
度
地
方
財
政
計
画
に
お

い
て
、
麻
生
総
理
の
指
示
に
基
づ

き
地
方
交
付
税
が
１
兆
円
の
積
み

増
し
と
な
っ
た
が
、
同
交
付
税
増

額
の
裏
付
け
と
な
る
予
算
関
連
法

の
成
立
が
待
た
れ
て
い
た
。

同
法
が
成
立
し
た
こ
と
で
、
２１

年
度
同
交
付
税
総
額
は
、
対
前
年

度
比
２
・
７
％
増
の
１５
・
８
兆
円

が
確
保
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
は
５
月
２７

日
１０
時
３０
分
か
ら
東
京
・

日
比
谷
公
会
堂
で
第
８５
回

定
期
総
会
を
開
催
す
る
。

総
会
で
は
、
新
会
長
を

選
任
す
る
と
と
も
に
、
正

副
議
長
・
議
員
の
永
年
勤

続
表
彰
を
行
う
。
来
賓
と

し
て
、
内
閣
総
理
大
臣
、

総
務
大
臣
、
衆
参
両
院
議

長
を
迎
え
る
予
定
。

午
後
に
は
地
方
行
政
、

地
方
財
政
委
員
会
な
ど
７

委
員
会
の
１
年
間
の
活
動
結
果
を

各
委
員
長
が
報
告
す
る
。
こ
の
ほ

か
、
会
長
提
出
議
案
と
９

部
会
か
ら
提
出
さ
れ
る
議

案
を
審
議
し
た
の
ち
、
副

会
長
、
部
会
長
な
ど
の
役

員
改
選
と
顧
問
、
相
談
役

の
委
嘱
を
行
う
。

総
会
終
了
後
は
、
同
会

場
で
地
方
行
政
、
地
方
財

政
委
員
会
な
ど
５
委
員
会

の
合
同
会
議
を
開
き
、
そ

れ
ぞ
れ
正
副
委
員
長
を
選

任
す
る
（
開
催
案
内
は
３

月
１３
日
付
で
全
市
に
送
付
済
み
）。

４
月
１
日
、
岡
山
県
岡
山
市
が

中
核
市
か
ら
政
令
指
定
都
市
へ
移

行
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
全
国
で
１８

番
目
、
中
国
部
会
で
２
番
目
と
な

る
指
定
都
市
が
誕
生
し
た
。

指
定
都
市
と
な
っ
た
こ
と
で
、

児
童
福
祉
、
生
活
保
護
、
都
市
計

画
等
の
事
務
に
つ
い
て
、
都
道
府

県
並
み
の
権
限
が
付
与
さ
れ
る
。

３
月
３０
日
、宮
崎
県
の
日
南
市
、

北
郷
町
、
南
郷
町
が

合
併
、
新「
日
南
市
」

が
誕
生
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
同
市

は
、
人
口
６
万
２
４
８
人
、
面
積

５
３
６
・
１２
平
方

�
、
議
員
定
数
４２

人
（
在
任
特
例
）
と
な
っ
た
。

３
月
２３
日
、
栃
木
県
の
真
岡
市

が
二
宮
町
を
編
入

合
併
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
同
市
は
、
人
口
８
万
３
１

２
６
人
、
面
積
１
６
７
・
２１
平
方

�
、
議
員
定
数
２８

人
（
定
数
特
例
）

と
な
っ
た
。

４月５日現在の市数
８０６市

うち
指定都市 １８市
中核市 ４１市
特例市 ４０市
一般市 ６８４市
特別区 ２３区

本
会
の
石
橋
茂
・
事
務
局
次
長

が
３
月
３１
日
付
で
退
職
し
た
こ
と

に
伴
い
、
関
口
勝
（
せ
き
ぐ
ち
・

ま
さ
る
）
前
総
務
省
自
治
財
政
局

財
務
調
査
官
が
４
月
１
日
付
で
事

務
局
次
長
に
就
任
し
た
。

関
口
・
新
事
務
局
次
長
は
昭
和

５１
年
３
月
、
法
政
大
学
社
会
学
部

卒
。
総
務
省
大
臣
官
房
企
画
官
、

全
国
知
事
会
調
査
第
二
部
長
、
総

務
省
自
治
財
政
局
財
務
調
査
官
な

ど
を
経
て
現
職
。
昭
和
２７
年
３
月

生
ま
れ
。
東
京
都
出
身
。

４
月
１
日
、
群
馬
県
前
橋
市
、

滋
賀
県
大
津
市
、
兵
庫
県
尼
崎
市

の
３
市
が
特
例
市
か
ら
中
核
市
に

移
行
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
全
国

の
中
核
市
は
４１
市
と
な
っ
た
。

中
核
市
の
要
件
は
人
口
３０
万
人

以
上
。
面
積
要
件
は
平
成
１８
年
６

月
７
日
に
廃
止
さ
れ
て
い
る
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

４月５日平成21年
（2009年）

本本会会がが定定期期総総会会
５５月月２２７７日日・・日日比比谷谷公公会会堂堂でで

本 会

新
事
務
局
次
長
に

関関
口口

勝勝
氏氏

岡岡
山山
市市
がが
指指
定定
都都
市市
へへ

新新
・・
日日
南南
市市
誕誕
生生

真真
岡岡
市市
がが
編編
入入
合合
併併

前前
橋橋
市市

大大
津津
市市

尼尼
崎崎
市市

中中
核核
市市
へへ

政 府

平平
成成
２２１１
年年
度度
予予
算算
とと

予予
算算
関関
連連
法法
がが
成成
立立

第1719・20号
（１） 平成２１年４月５日 第１７１９・２０号
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前
回
に
引
き
続
き
、
本
会
の
各
委
員
会
の
平
成
２０
年
度
要
望
活
動
結

果
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
掲
載
す
る
（
連
載
は
今
回
で
終
了
）
。

産産
業業
経経
済済
委委
員員
会会

１
�
農
業
関
係

戦
後
農
政
の
大
転
換
と
さ
れ
る

「
水
田
・
畑
作
経
営
所
得
安
定
対

策
」
は
、
稲
、
麦
、
大
豆
な
ど
耕

地
利
用
型
作
物
の
収
穫
効
率
を
大

幅
に
改
善
す
べ
く
、
平
成
１９
年
産

作
物
か
ら
導
入
さ
れ
た
。
産
業
経

済
委
員
会
で
は
こ
れ
に
対
し
、
対

象
５
品
目
以
外
に
も
、
各
地
方
の

特
色
あ
る
産
物
を
加
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
求
め
て
き
た
。

こ
の
品
目
拡
大
の
要
望
は
実
現

さ
れ
な
か
っ
た
が
「
国
内
農
業
の

体
質
強
化
に
よ
る
食
料
供
給
力
の

確
保
」
と
し
て
、
本
対
策
の
目
標

で
あ
る
▽
意
欲
と
能
力
の
あ
る
担

い
手
の
育
成
▽
担
い
手
サ
ポ
ー
ト

事
業
▽
担
い
手
支
援
リ
ー
ス
事
業

―
―
に
所
要
額
が
措
置
さ
れ
、
次

世
代
を
担
う
若
い
経
営
者
の
育
成

が
図
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
２２
万
�
に
も
及
ぶ

耕
作
放
棄
地
解
消
対
策
と
し
て

「
耕
作
放
棄
地
等
再
生
緊
急
対
策

交
付
金
」
が
新
設
さ
れ
た
ほ
か
、

「
耕
作
放
棄
地
解
消
対
策
」
に
２０

年
度
比
２６
％
増
の
９
２
５
億
円
が

計
上
さ
れ
た
。

ま
た
、
我
が
国
が
誇
る
水
田
の

活
用
に
よ
り
、
耕
作
放
棄
地
を
復

活
さ
せ
て
、
先
進
国
中
最
低
ラ
ン

ク
に
あ
る
食
料
自
給
率
を
回
復
さ

せ
る
た
め
の
「
国
内
に
お
け
る
食

料
自
給
率
の
強
化
」
も
目
玉
政
策

の
ひ
と
つ
。
小
麦
粉
の
代
用
と
な

る
米
粉
の
生
産
や
水
田
を
使
っ
た

麦
、
大
豆
、
飼
料
用
米
の
生
産
な

ど
を
推
進
す
る
た
め
の
基
礎
整
備

と
関
連
支
援
策
の
実
施
を
図
る
た

め
の
「
水
田
等
有
効
活
用
促
進
交

付
金
」４
０
４
億
円
、「
水
田
等
有

効
活
用
自
給
力
強
化
向
上
対
策
」

２
１
８
９
億
円
が
計
上
さ
れ
た
。

２
�
林
業
関
係

燃
油
価
格
高
騰
に
よ
る
運
搬
費

の
上
昇
の
た
め
、
輸
入
材
と
国
産

材
の
価
格
差
が
減
少
し
た
こ
と
か

ら
、
国
産
材
利
用
は
増
加
し
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
７
割
を
山
地

が
占
め
る
我
が
国
に
お
い
て
、
木

材
の
産
出
、
運
搬
が
他
国
に
比
べ

非
常
に
不
利
で
あ
る
。

こ
の
た
め
条
件
不
利
森
林
の
整

備
促
進
を
図
る
▽
条
件
不
利
森
林

公
的
整
備
緊
急
特
別
対
策
事
業
▽

森
林
境
界
明
確
化
促
進
事
業
―
―

な
ど
が
新
設
さ
れ
、
間
伐
等
の
森

林
整
備
が
進
み
に
く
い
条
件
不
利

森
林
の
早
期
解
消
に
向
け
た
取
組

等
の
充
実
が
図
ら
れ
る
。

３
�
水
産
業
関
係

「
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能

な
力
強
い
水
産
業
確
立
」
と
し

て
、
昨
年
の
燃
油
高
騰
に
よ
り
、

休
漁
や
廃
業
が
相
次
い
だ
水
産
業

に
対
す
る
支
援
と
し
て
「
省
エ
ネ

対
応
・
資
源
回
復
等
推
進
支
援
事

業
」
が
新
設
さ
れ
た
。

ま
た
、
水
産
業
の
漁
業
生
産
の

７
割
を
占
め
て
い
る
漁
船
漁
業
に

つ
い
て
は
、
資
源
の
減
少
、
輸
入

の
拡
大
、
魚
価
の
低
迷
に
よ
っ
て

急
激
に
収
益
が
悪
化
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
「
漁
船
漁
業
構
造
改
革

対
策
」に
５７
億
円
が
計
上
さ
れ
た
。

４
�
燃
油
高
騰
関
係

昨
年
１０
月
頃
よ
り
一
般
水
準
に

戻
り
始
め
た
燃
油
価
格
だ
が
、
今

後
も
不
安
定
な
状
態
に
な
る
可
能

性
を
は
ら
ん
で
い
る
。

現
在
の
石
油
依
存
体
質
の
改
革

に
資
す
る
た
め
、
漁
業
や
施
設
園

芸
農
家
に
対
す
る
燃
油
高
騰
対
策

と
し
て
、
「
農
林
水
産
分
野
に
お

け
る
省
エ
ネ
・
省
資
源
化
の
推
進
」

に
８
９
９
億
円
が
計
上
さ
れ
た
。

５
�
食
の
安
全
及
び
消
費
者
の
信

頼
確
保
対
策

食
品
に
起
因
す
る
健
康
へ
の
悪

影
響
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
に

重
点
を
置
き
、
生
産
現
場
か
ら
食

卓
ま
で
を
通
じ
、
食
品
の
安
全
対

策
に
取
り
組
む
。

特
に
食
品
表
示
に
つ
い
て
監
視

・
指
導
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、

食
の
安
全
に
関
す
る
情
報
・
相
談

活
動
を
強
化
し
、
食
品
事
業
者
の

法
令
遵
守
の
徹
底
を
図
る
た
め
▽

食
品
安
全
確
保
対
策
▽
食
品
に
対

す
る
国
民
の
信
頼
確
保
▽
食
品
表

示
適
正
化
総
合
対
策
事
業
―
―
な

ど
、
多
く
の
項
目
が
予
算
増
と
な

っ
た
。

ま
た
、
新
方
式
の
農
業
生
産
工

程
管
理
手
法
（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）
や
、
食

品
の
全
製
造
工
程
を
監
視
し
て
安

全
性
を
確
保
す
る
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
方

式
の
推
進
等
、
生
産
者
・
流
通
業

者
な
ど
の
食
に
携
わ
る
者
へ
の
安

全
意
識
の
浸
透
が
図
ら
れ
る
。

６
�
中
小
企
業
振
興
関
係

百
年
に
一
度
と
い
う
不
況
下
に

お
い
て
、
本
委
員
会
は
、
地
域
の

雇
用
や
経
済
に
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
中
小
企
業
の
振
興
対
策

の
充
実
を
強
く
求
め
た
。
こ
の
結

果
▽
経
営
安
定
関
連
保
証
等
対
策

費
補
助
事
業
▽
中
小
企
業
資
金
繰

り
対
策
▽
中
小
企
業
円
滑
化
事
業

―
―
な
ど
資
金
繰
り
対
策
の
強
化

が
図
ら
れ
る
。

ま
た
、
特
に
景
気
悪
化
の
し
わ

寄
せ
が
及
び
や
す
い
下
請
中
小
企

業
に
対
し
、
親
企
業
に
よ
る
買
い

叩
き
や
、
過
剰
な
値
下
げ
要
求
を

防
ぎ
、
立
場
の
弱
い
中
小
企
業
を

守
る
た
め
の
「
下
請
代
金
支
払
遅

延
等
防
止
法
」
の
運
用
強
化
や
、

「
下
請
駆
け
込
み
寺
」
な
ど
相
談

窓
口
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
ほ

か
、
法
人
税
率
の
引
き
下
げ
や
欠

損
金
繰
り
戻
し
に
よ
る
法
人
税
還

付
な
ど
中
小
企
業
対
策
税
制
が
強

化
さ
れ
た
。

な
お
、
こ
の
危
機
的
時
期
を
チ

ャ
ン
ス
に
変
え
て
い
く
た
め
、

「
新
分
野
へ
の
挑
戦
に
対
す
る
応

援
」
と
し
て
、
特
に
地
域
に
根
ざ

し
た
農
林
水
産
業
と
商
工
業
が
連

携
す
る
「
農
商
工
連
携
・
地
域
資

源
活
用
促
進
等
」
１
５
５
億
円
が

計
上
。
こ
の
中
に
新
設
さ
れ
た

「
新
事
業
活
動
促
進
支
援
」
「
中

小
企
業
総
合
経
営
支
援
」
な
ど
に

よ
り
、
各
地
域
の
強
み
で
あ
る

「
地
域
資
源
」
を
活
用
し
た
新
事

業
支
援
が
図
ら
れ
る
。

７
�
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係

原
油
・
原
料
価
格
の
乱
高
下
や

地
球
温
暖
化
問
題
へ
の
取
組
強
化

な
ど
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を

取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し

て
い
る
。
こ
の
た
め
▽
石
油
・
天

然
ガ
ス
・
鉱
物
資
源
等
の
安
定
供

給
確
保
▽
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

▽
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
▽
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
高
度
利
用
▽
安
全
で
平
和
的

な
原
子
力
利
用
の
拡
大
と
電
力
政

策
の
着
実
な
推
進
―
―
な
ど
に
所

要
額
が
計
上
さ
れ
た
。

な
お
、
特
に
本
委
員
会
が
強
く

要
望
し
た
太
陽
光
や
風
力
発
電
な

ど
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
拡
大
等

に
つ
い
て
は
「
住
宅
用
太
陽
光
補

助
金
」
２
９
１
億
円
が
新
規
で
計

上
さ
れ
た
ほ
か
、
稲
わ
ら
を
活
用

し
た
「
食
料
と
競
合
し
な
い
バ
イ

オ
エ
タ
ノ
ー
ル
の
革
新
的
生
産
シ

ス
テ
ム
開
発
」
「
革
新
型
蓄
電
池

の
開
発
に
向
け
た
拠
点
整
備
」
が

新
設
さ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
多

様
化
・
分
散
化
が
図
ら
れ
る
。

（
担
当
・
産
業
経
済
委
員
会
）

２０年度

本本

会会

委委
員員
会会

活活
動動
結結
果果
のの
概概
要要
�
〈完〉
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平成２０年中の意見書・決議の議決状況
【 】内は小計

決 議
【公害・環境保全】 【 ４６２】 【 ９】
○地球温暖化対策の推進 １３３ ３
○携帯電話リサイクルの推 １０７ １
進
○太陽光発電システムの普 ９２ ―
及促進
○バイオマス推進基本法の ５１ ―
制定
○その他 ７９ ５
【建設・運輸・郵政・国土保全】【 ７５０】 【 ２７】
○道路整備の財源確保 ５７４ １０
○郵政民営化の見直し ５７ ―
○河川・国道など国からの ３５ ―
権限移譲反対
○その他 ８４ １７
【労働・商工】 【 ６６２】 【 ３２】
○協同労働の協同組合法の １６９ ―
速やかな制定
○中小・零細企業対策の充 １０８ １
実強化
○派遣労働者の処遇改善 ８４ ―
○最低賃金の引き上げ ５５ ―
○雇用促進住宅の存続及び ４５ ―
退去困難者への支援強化
○公共工事における労働者 ３７ ―
の適正な労働条件の確保
○緊急経済対策の実施 ３６ ５
○その他 １２８ ２６
【警察・防災・消防】 【 ７１】 【 １１】
○取り調べ可視化の実現 １６ ―
○その他 ５５ １１
【外交・防衛・国際関係】 【 ２４６】 【 ６８】
○米兵による暴行事件等に ７９ ２３
対する抗議
○海上自衛隊イージス艦衝 ３４ １
突事故の真相究明
○「非核日本宣言」として ３０ ２
各国への通知
○北朝鮮による核・ミサイ ２４ ―
ルと拉致問題の早期解決
○その他 ７９ ４２
【社会・くらし】 【 １０６２】 【 １３】
○介護保険制度の改善 ２７２ ―
○地デジ放送の受信対策 ８６ ―
○社会保障費抑制方針の撤 ７０ ―
回
○生活品物価高騰に対する ６０ ―
緊急対策の実施
○暮らせる年金の実現 ５９ ―
○原油価格高騰対策の実施 ５８ １
○障害者自立支援法の見直 ５４ ―
し
○日本映画への字幕付与 ４７ ―
○現行保育制度の堅持 ４４ １
○原爆症認定制度の改善 ４１ ―
○自主的な共済制度の保険 ３５ ―
業法の適用除外
○都市再生機構賃貸住宅の ２７ ―
家賃改定見直し
○その他 ２０９ １１
【その他】 【 ０】 【 ３】
【総合計】 【 ５９２７】 【 ２１６】

※各市議会から任意に提供された平成２０年中の意見書・決議をもとに集計

意見書件 名決 議
【税・財政】 【 １７１】 【 ４】
○地方税財源の充実・強化 １００ ―
○大阪府予算への所要経費 １６ ―
計上
○固定資産税・都市計画税 ７ ―
の軽減措置継続
○その他 ４８ ４
【地方行政・議会・選挙】 【 ２７１】 【 ２２】
○新たな過疎対策法の制定 １２０ ―
○地方消費者行政の拡充 ８１ ―
○国の地方出先機関統廃合 １９ ―
の見直し
○地方議会議員の年金制度 １７ ―
の見直し
○その他 ３４ ２２
【医療・保健衛生】 【 ８８９】 【 １２】
○医師・看護師不足の解消 ２８４ ５
と地域医療体制等の充実
○後期高齢者医療制度の見 １８４ ―
直し
○子宮頚がんの予防・早期 １２８ ―
発見のための取組の推進
○ヒトＴ細胞白血病ウイル ３７ ―
ス１型関連疾患の予防等
○混合型血管奇形の難病指 ３３ ―
定
○子どもの医療費無料制度 ２７ １
の充実
○歯科医療の保険適用範囲 ２６ ―
拡大
○肝炎対策の推進 ２５ ―
○ハンセン病療養所の存続 ２２ ―
・発展
○国民健康保険制度の改善 １６ １
○妊婦健康診査に対する助 １５ ―
成措置拡大
○その他 ９２ ５
【教育・文化】 【 ５７２】 【 １３】
○義務教育費国庫負担制度 １４９ ―
の堅持
○教育予算の拡充 １００ ―
○学校施設の耐震化促進 ７８ １
○教職員定数の改善と少人 ７１ １
数学級の実現
○私学助成の充実 ５６ ―
○有害情報から子どもを守 ２４ ―
る環境整備
○へき地級地の見直し １１ ―
○その他 ８３ １１
【農林・水産】 【 ７７１】 【 ２】
○食の安全確保と事故米事 ２２８ ―
件の全容解明など
○森林・林業・木材産業施 １６２ ―
策の積極的展開
○燃料・肥料・飼料・農業 １１４ ―
資材等の価格高騰対策
○食料自給率の向上 ６５ ―
○国営農業水利事業の存続 ３９ ―
○ＷＴＯ農業交渉での国内 ２８ ―
農業への配慮
○米価の安定対策 ２２ ―
○その他 １１３ ２

意見書件 名
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汽
水
湖
で
有
名
な
「
宍
道
湖

（
し
ん
じ
こ
）」と「
中
海（
な
か
う

み
）」に
挟
ま
れ
た
地
域
に
広
が
る

松
江
市
は
、
松
江
城
の
堀
川
も
市

内
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
お
り
、
多

様
な
水
域
に
恵
ま
れ
た
水
の
都
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
内
中

央
部
に
は
、
２
つ
の
湖
を
つ
な
ぐ

大
橋
川
が
満
面
の
水
を
た
た
え
、

ま
さ
に
水
の
都
に
ふ
さ
わ
し
い
趣

を
奏
で
て
い
ま
す
。

こ
の
大
橋
川
を
メ
イ
ン
ス
テ
ー

ジ
に
５
月
１６
日
か
ら
２４
日
ま
で
、

「
広
島
・
宮
島
の
管
絃
祭
」
「
大

阪
・
天
満
の
天
神
祭
」
と
並
び
、

日
本
三
大
船
神
事
の
１
つ
に
数
え

ら
れ
る
「
ホ
ー
ラ
ン
エ
ン
ヤ
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

ホ
ー
ラ
ン
エ
ン
ヤ
の
正
式
名
称

は
「
松
江
城
山
稲
荷
神
社
式
年
神

幸
祭
」
。
五
穀
豊
穣
を
願
い
１２
年

に
一
度
、
執
り
行
わ
れ
る
お
祭
り

と
し
て
、
３
６
０
年
に
わ
た
り
地

元
で
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

神
幸
祭
の
通
称
と
な
っ
て
い
る

ホ
ー
ラ
ン
エ
ン
ヤ
と
は
、
神
事
を

行
う
に
あ
た
っ
て
の
舟
唄
の
名
称

に
由
来
し
ま
す
。
「
豊
来
栄
弥
」

「
宝
来
遠
弥
」
と
も
書

か
れ
、
五
穀
豊
穣
へ
の

熱
い
願
い
を
込
め
神
幸

祭
で
唄
わ
れ
ま
す
。

９
日
間
に
わ
た
る
神

幸
祭
の
見
所
は
、
な
ん

と
い
っ
て
も
「
渡
御
祭

（
と
ぎ
ょ
さ
い
）
�
５

月
１６
日
」「
中
日
祭
（
ち

ゅ
う
に
ち
さ
い
）
�
２０

日
」
「
還
御
祭
（
か
ん

ぎ
ょ
さ
い
）
�
２４
日
」
。
特
に
渡

御
祭
と
還
御
祭
で
は
、
１
０
０
艘

を
超
え
る
船
が
大
橋
川
に
集
ま

り
、
空
前
絶
後
の
一
大
錦
絵
巻
が

展
開
さ
れ
ま
す
。

な
か
で
も
、
市
内
の
馬
潟
・
矢

田
・
大
井
・
福
富
・
大
海
崎
の
５

地
区
か
ら
は
、
歴
史
的
経
緯
に
よ

り
「
櫂
伝
馬
船
（
か
い
で
ん
ま
せ

ん
）」と
呼
ば
れ
る
色
と
り
ど
り
に

装
飾
さ
れ
た
船
を
出
し
、
松
江
市

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
櫂
伝
馬

踊
り
」
を
勇
壮
に
披
露
し
ま
す
。

ホ
ー
ラ
ン
エ
ン
ヤ
の
唄
声
が
響

く
な
か
船
上
で
繰
り
広
げ
ら
れ

る
、
剣
を
か
た
ど
っ
た
櫂
を
操
る

「
剣
櫂
（
け
ん
が
い
）
」
、
４
斗

樽
の
上
で
上
半
身
を
反

り
返
し
天
空
へ
采
を
振

り
舞
う
「
采
振
り
（
ざ

い
ふ
り
）」ら
の
姿
が
、

集
ま
っ
た
観
衆
を
魅
了

し
ま
す
。

渡
御
祭
は
、
城
山
稲

荷
神
社
の
御
神
霊
を
、

大
橋
川
か
ら
中
海
と
意

宇
川
を
経
て
、
阿
太
加

夜
神
社
へ
運
ぶ
行
事
。

御
神
霊
到
着
後
、
７
日
間
に
及
ぶ

祈
祷
が
行
わ
れ
ま
す
が
、
５
月
２０

日
に
は
中
日
祭
が
斎
行
さ
れ
、
櫂

伝
馬
船
の
乗
組
員
が
陸
船
に
乗
り

替
え
、
再
び
櫂
伝
馬
踊
り
を
披
露

し
ま
す
。

平
成
９
年
の
祭
典
で
は
渡
御

祭
、
中
日
祭
、
還
御
祭
で
３５
万
人

も
の
観
衆
を
集
め
た
神
幸
祭
。
今

年
も
無
形
文
化
財
の
披
露
に
向
け

準
備
に
余
念
が
な
い
よ
う
で
す
。

各市のニュースを募集

「全国市議会旬報」では、各市のニ
ュースを募集しています。
全国の自治体の中でも先進的な取り
組み、ユニークな条例、自慢のイベン
ト、地域のお祭りなど、お寄せいただ
く情報のジャンルは問いません。
ご提供いただいた情報につきまして
は、本紙編集担当職員が記事を作成し、
議会ニュースあるいは市政ニュースと
して紙面で紹介いたします。
本紙をＰＲの場として活用されてみ
てはいかがでしょうか。
（問合せ先）
全国市議会議長会 調査広報部
担当 松下まで �０３（３２６２）２３０９

【
お
詫
び
と
訂
正
】

本
紙
３
月
１５
日
付
第
１
７
１
８

号
４
面
の
「
９
議
長
会
総
会
・
４

月
に
開
催
へ
」
の
記
事
中
、
近
畿

議
長
会
の
総
会
開
催
市
を
「
吹
田

市
」
と
伝
え
ま
し
た
が
、
正
し
く

は
「
摂
津
市
」
で
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

市 政

ニュース

１２
年
に
一
度
の
錦
絵
巻

松
江
市
（
島
根
県
）船

上
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
「
剣
櫂
」
の
舞
い
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